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研 究 要 旨  
 災 害 時 の 精 神 保 健 医 療 に つ い て は 、 国 連 シ ス テ ム を 始 め と す る 国 際 機 関 の 動 向 が 、
現 場 の 政 策・実 施 に 大 き な 影 響 を 与 え る 。2015 年 に は 、国 連「 仙 台 防 災 枠 組」と「 持
続 可 能 な 開 発 目 標 （ SDGs）」 が 採 択 さ れ 、 こ れ ら に 精 神 保 健 ・ 障 害 が 初 め て 包 括 的 に
含 ま れ た 。今 後 、こ れ ら を 実 施 す る た め の シ ス テ ム 作 り が 求 め ら れ る 。こ れ に 関 連 し、
国 連 シ ス テ ム を 中 心 と し て 、機 関 間 調 整 、治 療 介 入 、レ ジ リ ア ン ス 向 上 等 に つ き 、様 々
な ガ イ ド ラ イ ン が 作 成 さ れ つ つ あ る 。今 後 、災 害 時 の 精 神 保 健 医 療 に お い て 世 界 を リ
ー ド す る 知 見 を 有 す る 日 本 は 、こ れ を 世 界 に 発 信 す る こ と で 、国 際 の 意 思 決 定 に 更 に
貢 献 し 、 各 国 へ の 技 術 協 力 を 促 進 す る こ と が 求 め ら れ て い る 。  

 
A 研 究 目 的  

災 害 時 の 精 神 保 健 医 療 を め ぐ っ て
は 、 国 連 や 世 界 保 健 機 関 （ World 
Health Organization: WHO） を 始 め
と す る 国 際 機 関 の 動 向 が 現 場 の 政
策 ・ 実 施 に 大 き な 影 響 を 与 え る 。 同
時 に 、 日 本 に お け る 災 害 精 神 保 健 を
め ぐ る 知 見 を 国 際 の 意 思 決 定 に 反 映
さ せ 、 更 に 、 諸 外 国 へ の 技 術 協 力 を
行 う 等 の 国 際 貢 献 が 益 々 求 め ら れ て
い る 。    

2015 年 に は 、 防 災 と 開 発 双 方 の 分
野 に お い て 、 2030 年 ま で の 国 際 社 会
の 方 向 性 を 決 め る 大 き な 意 思 決 定 が
な さ れ た 。 こ れ ら に は 、 精 神 保 健 ・
ウ ェ ル ビ ー イ ン グ 及 び 心 理 社 会 的 サ
ー ビ ス が 初 め て 包 括 的 に 含 ま れ 、 日
本 を 含 む 世 界 の 災 害 時 の 精 神 保 健 医
療 に 顕 著 な 影 響 を 与 え る も の と 思 わ
れ る 。 よ っ て 、 こ れ ら の 動 向 及 び 実
施 に 有 用 な 国 際 機 関 に よ る ガ イ ド ラ
イ ン に つ き 研 究 し た 。  

 

 
B． 研 究 方 法  

文 献 検 索 を 通 じ 、 国 連 シ ス テ ム を
は じ め 、 様 々 な 国 際 機 関 の 防 災 及 び
精 神 保 健 に 関 連 す る 文 献 ・ 政 策 を 調
査 ・ 分 析 し た 。 更 に 、 こ れ ら の 作 成
に 携 わ っ た 担 当 官 や 研 究 者 に 直 接 聞
き 取 り を 行 っ た 。  
（ 倫 理 面 へ の 配 慮 ）  
 本 研 究 は 、 国 際 機 関 に よ る 政 策 や
ガ イ ド ラ イ ン を め ぐ る 文 献 調 査 及 び
国 際 機 関 関 係 者 へ の 聞 き 取 り を 行 っ
た も の で あ り 、 こ れ に 際 し 必 要 な 倫
理 的 配 慮 を 行 っ た 。  

 
C． 研 究 結 果  

国 際 精 神 保 健 の 現 状  
WHO に よ る と 、世 界 の 4 人 に 1 人 が

一 生 の う ち に 一 度 以 上 何 ら か の 精 神
疾 患 を 罹 患 す る が 、 開 発 途 上 国 で は
そ の う ち の 80％ が 適 切 な 治 療 を 受 け
ら れ ず に い る 。 中 で も 、 自 殺 の 問 題
は 大 き く 、1 年 間 の 自 殺 に よ る 死 亡 者
数 は 約 80 万 人 に の ぼ り 、こ れ は 戦 争
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と 殺 人 に よ る 死 亡 者 数 を 合 わ せ た も
の よ り も 多 い 。 特 に 、 青 年 女 子 に お
い て 、 自 殺 は 死 因 の 1 位 で あ る 。 精
神 科 医 を 始 め と す る 精 神 保 健 医 療 人
材 は 世 界 的 に 不 足 し て お り 、 精 神 科
医 が い な い 国 が 40 カ 国 も あ る 。多 く
の 国 に お い て 、 精 神 医 療 に 使 わ れ る
予 算 は 大 変 少 な く 、 低 所 得 国 に お い
て は 、平 均 す る と 、保 健 予 算 の 0.5％
程 度 し か 割 り 当 て ら れ て い な い 。 ま
た 、 精 神 障 害 や 知 的 障 害 に 対 す る ス
テ ィ グ マ ・ 差 別 は 根 強 く 、 重 篤 な 人
権 侵 害 が 見 ら れ る 国 も 見 受 け ら れ 、
基 本 的 人 権 の 侵 害 の 他 、 障 害 を 理 由
に 殺 害 さ れ る ケ ー ス も あ る （ Izutsu 
et al.、 2015）。 経 済 協 力 開 発 機 構
（ Organisation for Economic 
Co-operation and Development: 
OECD） は 、 こ れ ら 精 神 保 健 上 の 問 題
に 起 因 す る 経 済 的 コ ス ト は 、 世 界 の
国 内 総 生 産 の 4％ を 超 え る と 警 告 し
て い る （ OECD、 2015）。  

災 害 時 に は 、 こ れ ら の 状 況 は よ り
厳 し い も の と な り 、 精 神 医 療 や 地 域
支 援 を 含 む 精 神 保 健 ・ 心 理 社 会 的 支
援 へ の ア ク セ ス 困 難 や 、 精 神 障 害
者・知 的 障 害 者 へ の 物 理 的・心 理 的 ・
情 報 面 で の 障 壁 が 増 大 す る こ と が 多
い 。  

 
国 際 の 新 し い 枠 組 ：「 仙 台 防 災 枠

組 」 と 「 持 続 可 能 な 開 発 目 標 」  
一 方 で 、 国 際 社 会 に お い て は 、 精

神 保 健 は 国 連 「 ミ レ ニ ア ム 開 発 目 標
（ Millennium Development Goals: 
MDGs）」（ 国 連 、 2000） に 含 ま れ ず 、
政 策 ・ 実 施 双 方 の 側 面 に お い て 、 周
辺 化 さ れ が ち で あ っ た 。 2005 年 に 兵
庫 で 開 催 さ れ た 第 2 回 国 連 防 災 世 界
会 議 の 成 果 文 書 で あ る 「 兵 庫 防 災 枠
組 」 で は 一 部 心 理 社 会 的 支 援 に つ き
言 及 が な さ れ た も の の 、 そ の 範 囲 は
限 定 的 で あ っ た 。 一 方 で 、 現 場 で の
ニ ー ズ の 高 ま り に 対 応 す る 形 で 、
2007 年 に は 、 国 連 人 道 問 題 調 整 事 務
所 が 事 務 局 を つ と め 、 国 連 機 関 と 国
際 NGO の 間 で 調 整 を す る た め に 作 ら
れ た 機 関 間 調 整 委 員 会
（ Inter-agency Standing 

Committee: IASC） が 「 災 害 ・ 紛 争 等
緊 急 時 に お け る 精 神 保 健 ・ 心 理 社 会
的 支 援 に 関 す る IASC ガ イ ド ラ イ ン 」
を 作 成 し た （ IASC、 2007）。  

そ の 後、国 連 経 済 社 会 局と WHO が、
国 連「 精 神 保 健と MDGs パ ネ ル・デ ィ
ス カ ッ シ ョ ン」（ ニ ュ ー ヨ ー ク ）に て
共 同 発 表 し た 「 MDGs 達 成 の た め の 精
神 保 健 と 開 発 政 策 分 析」（ 国 連・WHO、
2009） を 契 機 に 、 精 神 保 健 を 国 際 の
優 先 事 項 と す る た め の 動 き が 本 格 化
し た 。 2013 年 に は 、 国 連 大 学 、 国 連
経 済 社 会 局 、 東 京 大 学 の 共 催 で 「 精
神 的 ウ ェ ル ビ ー イ ン グ 、 障 害 及 び 開
発 に 関 す る 国 連 専 門 家 会 議 」 が ク ア
ラ ル ン プ ー ル で 開 催 さ れ 、 成 果 文 書
が 発 表 さ れ た 。続 い て 、2014 年 に は 、
国 連 大 学 、 国 連 経 済 社 会 局 、 世 界 銀
行 、 国 立 精 神 ・ 神 経 医 療 研 究 セ ン タ
ー 精 神 保 健 研 究 所 の 共 催 で 「 精 神 的
ウ ェ ル ビ ー イ ン グ 、 障 害 及 び 防 災 に
関 す る 国 連 専 門 家 会 議 」 が 東 京 で 開
催 さ れ た 。 こ こ で 採 択 さ れ た 成 果 文
書 は 、 2015 年 に 仙 台 で 開 か れ た 「 第
3 回 国 連 防 災 世 界 会 議 」の 成 果 文 書 交
渉 に 向 け て 世 界 中 で 配 布 ・ 参 照 さ れ
た 。  

こ れ ら を 経 て 、 こ の 「 第 3 回 国 連
防 災 世 界 会 議 」で は「 仙 台 防 災 枠 組」
（ 国 連 、 2015）が 採 択 さ れ、「 優 先 事
項 4：効 果 的 な 応 急 対 応 に 向 け た 準 備
の 強 化 と「 よ り 良 い 復 興」」に お い て 、
「 33 (o) 必 要 と す る す べ て の 人 々 に
心 理 社 会 的 支 援 及 び 精 神 保 健 サ ー ビ
ス を 提 供 す る た め の 復 興 ス キ ー ム を
強 化 す る 」 と の 文 言 が 入 り 、 初 め て
精 神 保 健 ・ 心 理 社 会 的 支 援 が 総 合 的
に 明 記 さ れ る こ と と な っ た 。こ れ は 、
2030 年 ま で の 防 災 を め ぐ る 最 重 要 な
国 際 枠 組 と な る た め 、本 文 書 に よ り 、
今 後 の 防 災 施 策 ・ プ ロ グ ラ ム に は 、
様 々 な 国 と 地 域 に お い て 、 精 神 保
健 ・ 心 理 社 会 的 支 援 が 統 合 さ れ て い
く こ と が 期 待 さ れ て い る 。   

更 に 、 同 年 9 月 に は 、 国 連 ニ ュ ー
ヨ ー ク 本 部 に て 「 国 連 持 続 可 能 な 開
発 サ ミ ッ ト 」 が 開 か れ 、 2015 年 を ゴ
ー ル と す る MDGs の 後 継 と な る「 持 続
可 能 な 開 発 目 標 （ Sustainable 
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Development G oa ls :  SD Gs）」（ 国 連 、
2015） が 加 盟 193 カ 国 の ト ッ プ ・ レ
ベ ル の 合 意 の も と 採 択 さ れ た 。8 つ の
目 標 か ら な る MDGs に 対 し 、SDGs に は
17 の 目 標 が 含 ま れ 、 そ の 内 の 一 つ で
あ る「 ゴ ール 3：全 て の 年 齢 の 人 々 の
健 康 な 生 活 と ウ ェ ル ビ ー イ ン グ を 促
進 す る 」 に、「 タ ー ゲ ッ ト 4： 非 感 染
症 対 策 お よ び 精 神 保 健 ・ ウ ェ ル ビ ー
イ ン グ の 促 進 」及 び「 タ ー ゲ ッ ト 5：
物 質 乱 用 の 予 防 と 治 療 」 が 初 め て 含
ま れ た 。 同 時 に 、 防 災 に つ い て も 、
い く つ か の 目 標 、 タ ー ゲ ッ ト に 含 ま
れ る こ と と な り 、精 神 保 健 と 防 災 は、
国 際 の 優 先 事 項 と な っ た。「 仙 台 防 災
枠 組 」 と 同 様 、 2030 年 を ゴ ー ル 年 と
し て お り 、 現 在 、 モ ニ タ リ ン グ の た
め の 具 体 的 な 指 標 を 作 成 中 で あ る 。  

 
国 際 の ガ イ ド ラ イ ン  
こ の よ う な 世 界 の 流 れ の 中 で 、 災

害 時 の 精 神 保 健 医 療 を め ぐ る 様 々 な
ガ イ ド ラ イ ン が 国 際 機 関 に よ り 作 成
さ れ 、 現 場 で も 広 く 使 用 さ れ る よ う
に な っ て き て い る 。  

代 表 的 な も の と し て 、 緊 急 時 の 人
道 支 援 ア ク タ ー 及 び 地 域 が 、 精 神 保
健 を め ぐ る 計 画 を 策 定 し 、 様 々 な ス
テ ー ク ホ ル ダ ー 間 の 調 整 を す る こ と
で 、 精 神 保 健 ・ 心 理 社 会 的 支 援 を 適
切 に 提 供 で き る よ う に す る こ と を 目
指 す 、 前 述 の 「 災 害 ・ 紛 争 等 緊 急 時
に お け る 精 神 保 健 ・ 心 理 社 会 的 支 援
に 関 す る IASC ガ イ ド ラ イ ン」が あ る 。
こ れ は 、 国 立 精 神 ・ 神 経 医 療 研 究 セ
ン タ ー 精 神 保 健 研 究 所 を 中 心 と す る
チ ー ム に よ り 、 日 本 語 訳 も 作 成 さ れ
て お り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 上 で 入 手 可
能 で あ る 。  

ま た 、 精 神 保 健 医 療 に お け る 治 療
介 入 ガ イ ド ラ イ ン と し て 、WHO「 mhGAP
人 道 介 入 ガ イ ド」（ WHO、 2015） が 発
表 さ れ た 。 こ れ は 、 WHO「 mhGAP 介 入
ガ イ ド」（ WHO、 2010） を 元 に 、 人 道
危 機 時 に よ く 見 ら れ る 精 神 疾 患 等 に
対 す る 治 療 ・ 支 援 介 入 に つ い て ま と
め た も の で あ る。「 mhGAP 介 入 ガ イ ド 」
は 、 長 崎 大 学 を 中 心 と す る チ ー ム に
よ り 、 邦 訳 が 発 表 さ れ て い る 。  

更 に 、 よ り 広 く 誰 も が 心 理 社 会 的
支 援 を 提 供 で き る よ う に す る た め に
作 ら れ た「 心 理 的 応 急 処 置（ PFA）フ
ィ ー ル ド ・ ガ イ ド」（ WHO、 2011） も
あ り 、 国 立 精 神 ・ 神 経 医 療 研 究 セ ン
タ ー 等 に よ る 邦 訳 が あ る 。  

更 に 、 人 道 危 機 時 の 対 応 に つ い て
原 則 を ま と め た 「 ス フ ィ ア ・ ハ ン ド
ブ ッ ク」（ The Sphere Project、 2011）
に も 精 神 保 健 ・ 心 理 社 会 的 支 援 が 含
ま れ て お り 、 邦 訳 も あ る 。  
（ 国 際 の 枠 組 及 び ガ イ ド ラ イ ン の 詳
細 に つ い て は 、 Izutsu, et al. 2015
を 参 照 さ れ た い。）  
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こ こ に お い て も 精 神 保 健 ・ 心 理 社 会
的 支 援 を 含 め る 動 き が あ り 、 既 存 の
枠 組 を 更 に 強 化 す る も の と し て 期 待
さ れ て い る 。 こ れ に 向 け て は 、 2016
年 1 月 、 国 立 精 神 ・ 神 経 医 療 研 究 セ
ン タ ー 精 神 保 健 研 究 所 と 東 京 大 学 教
養 教 育 高 度 化 機 構 が WHO や 国 連 と 協
力 し て 「 精 神 的 ウ ェ ル ビ ー イ ン グ 、
障 害 及 び 人 道 に 関 す る 専 門 家 会 議 」
を WHO 西 太 平 洋 地 域 事 務 局（ マ ニ ラ）
に お い て 開 催 し 、 日 本 を は じ め と す
る ア ジ ア の 知 見 を 共 有 す る と 共 に、
「 世 界 人 道 サ ミ ッ ト 」 に 向 け た 提 言
を 議 論 し た 。  

こ れ ら を 受 け て 、 今 後 、 実 施 に 向
け た 資 金 確 保 、 人 員 の 育 成 と 能 力 開
発 、 政 策 策 定 支 援 、 政 策 実 施 ・ プ ロ
グ ラ ム 実 施 支 援 、 グ ッ ド プ ラ ク テ ィ
ス や 教 訓 の 共 有 と そ の 拠 点 作 り 、 害
が な く 質 の 高 い サ ー ビ ス 提 供 の た め
の 研 究 ・ 開 発 、 多 分 野 に 渡 る 多 機 関
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恊 働 の た め の シ ス テ ム 作 り 、 精 神 障
害 ・ 知 的 障 害 を め ぐ る ア ク セ シ ビ リ
テ ィ ー と 包 摂 性 の 確 保 ・ 促 進 が 必 要
で あ る 。中 で も、仙 台 防 災 枠 組 に は 、
そ の 進 展 を モ ニ タ ー す る た め の 指 標
が な く 、 こ れ を 確 実 に 実 施 し て い く
た め の シ ス テ ム 作 り が 課 題 で あ る 。  

日 本 は 、 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 や 東 日
本 大 震 災 を は じ め と す る 様 々 な 災 害
対 応 に お い て 、 精 神 保 健 医 療 を め ぐ
る 世 界 有 数 の 知 見 を 有 し て い る 。 こ
れ ら を 国 連 等 を 通 し 世 界 に 発 信 す る
こ と で 、 世 界 の 枠 組 作 り 及 び 実 施 に
貢 献 す る こ と が 求 め ら れ て い る 。  

 
E.結 論  

災 害 時 の 精 神 保 健 医 療 に 関 し 、 国 連 シ
ス テ ム を 始 め と す る 国 際 機 関 の 政 策 ・ ガ
イ ド ラ イ ン 等 を 概 観 し た 。 こ れ ら の 実 施
に 際 し 、 日 本 の 知 見 を 世 界 に 発 信 し 、 開
発 途 上 国 を 含 む 世 界 の 意 思 決 定 ・ 実 施 へ
の 貢 献 が 益 々 求 め ら れ て い る 。  
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